
・航路：竹原航路、安芸津航路、明石-小長航路、今治-木江-大三島航路、

白水-契島-生野島航路

・4条バス路線：民間バス（さんようバス）、町営コミュニティバス（おと姫バス）

・福祉移送サービス：大崎上島町社会福祉協議会（町全域）

⚫ 平成15年4月に３町が合併

⚫ 人口 7,158人（令和2年10月現在）

⚫ 面積 43.11平方キロメートル

⚫

地域公共交通の現状

大崎上島町の概要

具体的な課題・問題点

・人口減少や高齢化による利用者数の減少

・地域や家族で移動を支える環境の変化（核家族化の進展等）

・近所の生活施設やサービスの減少

・地域公共交通（バス）の利用意識の低さと将来への不安

・サービスを支える町の負担増加

・公共交通に関する現状及び上位計画整理

・住民のニーズ調査、事業者意向調査 ・課題の抽出

・必要な事業や実施主体の検討 ・協議会開催 ・計画（案）のとりまとめ

調査事業の実施

調査事業の概要

○○協議会の構成員

別添４

令和７年度 地域公共交通確保維持改善事業 事業評価
大崎上島町公共交通連携協議会 （計画策定事業）の概要

大崎上島町公共交通連携協議会の構成員

広島県 大崎上島町 さんようバス(株) 山陽商船(株) 大崎汽船(株)
広島県旅客船協会 学識経験者 大崎上島町議会 大崎上島町連合区長会
大崎上島町商工会 大崎上島町社会福祉協議会 大崎上島町地域女性連合会
大崎上島町観光協会 中国運輸局 竹原警察署

地域公共交通の現況



調査事業の結果の概要

地域住民の意見の反映協議会における検討

地域公共交通計画等の計画策定
に向けた方針等

協議会の開催状況 （３回開催）
・第１回（６月２日）

計画策定の進め方の確認
・第２回（11月4日）

地域公共交通体系づくりの方針検討
・第３回（1月23日）

事業評価、アンケート結果、素案確認
・第４回（３月）（予定）

・本年度9月に町内3,223世帯を対象にア
ンケート調査を実施し、1,091世帯から
回答を集計（世帯数での回収率33.9％）

事業実施の適切性

●事業が計画に位置づけられたとおり、
適切に実施された。

・人口、社会経済指標や各公共交通の利用者数、運航経費等の基礎データや公共交通の状況を整理した。
・公共交通の町民アンケート調査や交通事業者へのヒアリングを実施し、公共交通に対する課題やニーズを広く収集し、
計画内容の検討資料としてまとめた。

・素案を作成後、今後の協議会の検討を経て、内容を精査しとりまとめる。

今後は、町民アンケートにおいて得た各公共交通の
ニーズ及び各公共交通事業者に実施したヒアリング
の内容を鑑みた上で、既存の公共交通を基盤としつ
つ、離島自治体に適した新たな交通体系を構築する
よう検討し、計画内容を精査する。
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